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DP2（思考力・判断
力、表現力等の能
力）

■環境問題を科学
的・定量的にシステ
ムとして捉え、解決
策の社会実装上の
課題を定義でき、そ
の解決方法を提案
できる柔軟な思考
力・判断力を有して
いること。
■解決策の判断材
料を対話コミュニ
ケーションおよびコ
ンテンツを用いて、
活動主体となる多様
な人々に科学的・定
量的かつ分かりやす
く伝えられる表現力
を有していること。

DP1（知識・技能）

■社会変化を踏まえ
た環境問題に関する
科学的知識を有して
いること。
■グリーン・デジタル
社会の実現に資す
る環境創造と科学コ
ミュニケーションを展
開できる技能を有し
ていること。

DP3（主体性を持っ
て多様な人々と協働
して学ぶ態度）

■環境創造と科学コ
ミュニケーションに関
する演習や卒業研
究を通して、環境問
題に対する人々の
認識の多様性に関
する理解と、相手の
立場・考え方を尊重
しつつ、技術による
対応策の社会実装
に向けて主体的に
行動する力を身につ
けていること。

環境イノベーション学科 カリキュラムマップ

実地研修Ⅰ

実地研修科目群

環境学科目群

研究室

実地研修Ⅱ

環境イノベー
ション概論

環境イノベー
ション詳論

インターンシップ

情報技術の
基礎

環境のための
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ演習

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ演習

地理情報
システム演習

AIとIoT

水環境学 リサイクル学 環境分析学 水・大気循環学

情報システム
管理

資源と
エネルギー

エネルギーの
科学

エネルギー
マネジメント

エネルギー
経済学

環境生活論 環境ビジネス論 環境経済学

環境まちづくり
論

環境社会/マネ
ジメント論

環境政策学

地球環境学 自然環境学 環境保全学

エコデザイン論

環境アセスメン
ト/リスク学

サイエンスライ
ティング

メディアコミュニ
ケーション

環境教育学

環境プロセス学

地域エネルギー
学

環境創造コース
演習

環境心理学

メディア表現論

マルチメディア
技法

科学ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ
ﾝｺｰｽ演習

輪講Ⅰ 輪講Ⅱゼミナール

卒業研究/

実習/制作Ⅱ

総合知教育科目群

キャンパス共通科目群

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

その他の総合知領域科目

哲学 倫理学論理学 経済学社会学

統計学

心理学

天文学科学史

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論AI基礎

井上円了と東洋大学 経営学

情報倫理

• 自然科学、数学、情報処理に関す
る基礎を理解し、利用することがで
きる。

• 情報処理に関する基礎を理解し、
利用することができる。

• （A群）環境イノベーション学に必要
な自然科学、数学、データ処理に
関する基礎を理解し、利用すること
ができる。

• （B群）環境イノベーション学の全体
像を理解し、概念を応用展開するこ
とができる。

環境イノベーション科目群

環境情報科目群

• 環境イノベーションの探究に必要な
情報処理の知識と技能を有し、環
境社会問題の解決の実践に向けて
利用できる。

• 水、大気、廃棄物、地球温暖化等
のローカルならびにグローバルな
環境問題の発生メカニズムを理解
し、それらの影響を定量的に評価・
検証することができる。

エネルギー学科目群

• エネルギー問題の現状と展望を理
解し、ローカルならびにグローバル
な視点から持続可能なエネルギー
利用の枠組みを提案することがで
きる。

環境マネジメント科目群

• 家庭から都市レベル、地球レベル
での環境問題の所在と相互作用を
理解し、問題解決に向けたビジネ
ス・社会の変革の枠組みを提案す
ることができる。

環境共生科目群

• 人間と自然環境・地球環境の相互
作用を理解し、人間と環境の共生
に向けた生活様式、社会の枠組み
を提案することができる。

環境コミュニケーション科目群

• 科学的な知見、データに基づいた
事実を市民に伝えるためのコミュニ
ケーション、コンテンツ作成技能を
有し、環境問題に係る合意形成や
教育の実践に向けて展開できる。

環境創造コース

• 環境問題の原因を追究、解決する
ためのグリーン・デジタル技術を有
し、環境問題全体を俯瞰した上で、
実感に基づいた柔軟な解決策を創
造することができる。

科学コミュニケーションコース

• 科学的根拠（データ）を利用したエ
ビデンスに基づいた正しい科学の
知識、社会経済の相互影響に関す
る知識を有し、それらを市民に正し
く、分かり易く伝達した上で、問題解
決に向けた共創に資する科学コミュ
ニケーションを実践することができ
る。

• グリーン・デジタル社会を実現する
先進的な技術力とその社会実装の
実現に資する科学コミュニケーショ
ン能力の双方を有し、システムズア
プローチに基づき、課題解決に向け
た研究・制作ができる。

• 人と社会、人と技術、人と地球のか
かわりを理解し、「ものの見方、考
え方の基礎」を身に付け、「事実と
実証に基づく哲学」に基づくものの
考え方、行動ができる。

• 英語の文書を理解、作成し、英語で
コミュニケーションができる。

• 多様な文化や価値観を認識し、国
際人として相手の立場・考え方を尊
重した行動ができる。

• 実現場での実感をもとに環境イノ
ベーション学ならびに科目の意義を
理解し、キャリア形成に活かすこと
ができる。

環境イノベー
ション人材とし
てのリテラシー

環境イノベー
ション学共通

環境イノベー
ション学専門

環境イノベー
ション学の実践

環境イノベー
ション学の実感

その他のキャンパス共通科目、バイオ・ナノ関連科目

基礎数学Ⅰ 基礎数学Ⅱ 物理学基礎

化学Ⅰ

生物学Ⅰ 地球の科学Ⅰ

情報処理基礎 情報処理基礎演習

【全学基盤】 哲学、自校教育、国際、キャリア 【全学共通】人文科学・社会科学・自然科学

DP3対応科目群

DP2対応科目群

DP1対応科目群

専門科目

総合知・キ共科目

工学概論 自然人類学

留学のすすめ

異文化理解概論

海外研修 海外実習

ﾛｼﾞｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ入門地域文化研究 地域と生活

英語科目

科学コミュニ
ケーション概論

環境シミュレー
ション演習

環境市場調査

コンテンツ作成
演習

確率統計基礎

生物学Ⅱ 地球の科学Ⅱ

化学Ⅱ

生物学実験 地学実験

化学実験

環境のための
化学

環境のための
数理

環境のための
生物学

環境のための
物理

【A群】

システム開発論 データベース AI実践論

学科提供キ共科目

環境のための
哲学

【B群】

人間と自然

環境解析学

環境調査実験

PCによる環境
計算演習

卒業研究/

実習/制作Ⅰ

海外環境教育実践演習国内環境教育実践演習


